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発酵食品残渣の有効利用に関する研究

平成２１年度～２３年度

評価項目

 食品残渣の有効利用法として、新たに乳酸発酵の基質としての利用を図るものであ
る。また乳酸発酵生産物のポリ乳酸は生分解性プラスチックとしての利用価値が高
く、この研究によって循環型社会の実現に大きく寄与するものである。


